
 

 

 

 

 

 

○登録者情報 

木村 篤信（きむら あつのぶ） 

 

所在地   神奈川県 

 

 

組織名・所属 役職   

株式会社 地域創生 Co デザイン研究所 ポリフォニックパートナー 

一般社団法人 日本リビングラボネットワーク 代表理事 

東京理科大学 工学研究科 情報工学専攻 客員准教授 

 

略歴 

平成 15 年～令和 3 年 日本電信電話株式会社・サイバースペース研究所（採用） 

平成 30 年～ 東京理科大学 工学研究科 情報工学専攻 客員准教授 

令和 3 年～ 株式会社 地域創生 Coデザイン研究所 ポリフォニックパートナー 

令和 5 年～ 一般社団法人 日本リビングラボネットワーク 代表理事 

令和 7 年～ 東京電機大学 システムデザイン工学研究科非常勤講師 

令和 7 年～ 東京都市大学 都市生活学部 非常勤講師 

 

○主な取組内容・実績 

＜DX・デザイン思考＞ 

・令和 4 年度 特別セミナー「自治体 DX の最前線」，「Coデザインで取り組む統合的な地域

DX」(招待講演)：公益財団法人 原総合知的通信システム基金主催：2022/11/17 

・令和 4 年度 第 2 回データ活用・DX 推進産官学連携セミナー：リビングラボ特集 ～デ

ータ立県にいがたを目指して～ (招待講演)：新潟大学主催：2022/8/30 

・令和 5 年度 デザイン思考を活用した新たな行政課題の解決方法：公益財団法人全国市

町村研修財団 全国市町村国際文化研修所（JIAM）主催：2023/10/13 

・令和 6 年度 文部科学省外郭団体 研究大学コンソーシアム MIRAI-DX 主催「地域課題構

造分析ワークショップ」: 2024. （ワークショップ企画・運営） 

・令和 6 年度 デザイン思考を活用した新たな行政課題の解決方法：公益財団法人全国市

地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業 

（地方公共団体の DX 関係） 

 



 

町村研修財団 全国市町村国際文化研修所（JIAM）主催：2024/10/4. 

・令和 7 年度 政策デザイン研修 ～ 行政職員がデザイン思考を学ぶ意味（登壇）：ビズア

ップ総研 e-JINZAI（自治体向け）e-ラーニング講座主催：2025/4/30. 

 

 

＜Well-being 指標（地域幸福度指標）・政策デザイン＞ 

・令和元年度 福岡県大牟田市 大牟田市健康福祉総合計画策定業務: 2019-2020.（デザイ

ンリサーチ、分析、ワークショップ企画・運営、冊子作製） 

・令和 3 年度 奈良県奈良市 第 3次奈良市環境基本計画策定業務: 2021. （デザインリサ

ーチ、分析、ワークショップ企画・運営、冊子作製） 

・令和 6 年度 奈良県生駒市 地域幸福度（ウェルビーイング）指標のロジックモデル構築

等支援業務: 2024. （デザインリサーチ、分析、ワークショップ企画・運営、報告書作製） 

・令和 6 年度 沖縄県浦添市 「浦添市民の幸福度を考えるワークショップ～Well-being

指標（地域幸福度指標）ダッシュボード体験を通じて～」: 2025.（ワークショップ企画・

運営） 

・令和 7 年度 地域幸福度（Well-Being）指標の民間活用の可能性：一般社団法人スマート

シティ・インスティテュート（SCI-J）正会員交流イベント：2025/5/20. （登壇） 

・令和 7 年度 ｢しが 2100 未来研究会｣企画・運営業務：滋賀県：2025.（政策デザインワー

クショップ企画・運営、分析、冊子作製） 

・令和 7 年度 徳島県神山町 第３期神山町創生戦略まちを将来世代につなぐプロジェクト

策定業務：神山町：2025. （デザインリサーチ、分析、ワークショップ企画・運営、冊子作

製） 

 

＜官民連携・リビングラボ＞ 

・令和 5 年度 やまぐちリビングラボ キックオフイベント「リビングラボに期待できる

可能性」 (招待講演)：山口県デジタル技術振興財団主催：2023/6/17 

・令和 5 年度 明日をひらく YOKOHAMA センター キックオフイベント～「国内外のリビン

グラボ動向とこれからの”共創”の可能性～」(登壇)：横浜市主催：2023/6/3 

・令和 6 年度 東京都八丈島 令和 6 年度リビングラボによる島しょ地域の価値循環モデ

ル創出事業: 2024. （デザインリサーチ、分析、ワークショップ企画・運営、報告書作製） 

・令和 6 年度 生駒市 緑の基本計画改定業務 懇話会有識者 

・令和 6 年度 総合知ワークショップ－総合知で切り拓く社会変革とビジネスチャンス（登

壇）：科学技術振興機構，内閣府主催：2025/2/12. （科学技術・イノベーション基本計画改

定に向けた講演会） 

・令和 6 年度 BIZCOLI TALK 特集 「新しい意味を生み出すリビングラボ」：九州経済調査

協会主催：2024/11/12. 



 

・令和 6 年度 健都万博 先行イベント 2024「市民と地域事業者が主役のリビングラボとは

－市民のためになるリビングラボを考える」：大阪府主催：2024/11/11  

・令和 6 年度 第 6 回 全国リビングラボネットワーク会議「みらいの社会をみんなでつく

る 〜大阪から踏み出す共創への第一歩〜」：一般社団法人日本リビングラボネットワーク

主催、大阪府・デンマーク大使館後援：2024/11/15  

・令和 6 年度 令和６年度 吉川市市民活動推進講座「話し合いのコツ＆ツボがわかる フ

ァシリテーション講座－現状を打破するリビングラボ」：吉川市主催：2024/10/24 

 

○その他 

・民間、行政の立場での実践経験をもとに、以下について政策立案及び職員育成に関する助

言が可能です。 

・DX・デザイン思考人材育成 

・Well-being 指標（地域幸福度指標）活用 

・基本計画・総合計画策定業務における政策デザイン、ロジックモデル策定 

・官民連携事業・リビングラボ事業推進 

 

・資格等 

SCI-J Well-Being-Based Policy Design OASIS Program Practitioner 

SCI-J Well-Being-Based Policy Design OASIS Program Master 

デジタル庁認定 Well-being ファシリテーター 

生駒市「緑の基本計画改定懇話会」有識者 

JST RISTEX「ケアが根づく社会システム」領域アドバイザー 

 

・書籍/専門誌等への執筆実績 

はじめてのリビングラボ──「共創」を生みだす場のつくりかた：木村篤信*, 安岡美佳（共

著）：NTT 出版: 2025. 

.2030 年の情報通信技術 生活者の未来像：NTT 技術予測研究会(共著・編著), 篠原 弘道 

(監修)：NTT出版：2015. 

・Social System Design Methodology for Transitioning to a New Social Structure ―A 

Holistic Urban Living Lab Approach to the Well-being City: Atsunobu Kimura*, 

Hisashi Haraguchi, Yutaka Yamauchi, Katsuta Matsuura（共）: Frontiers in Sociology: 

Vol.8, 2023. 

・現場のナラティヴと社会システムを往還する共創実践者の環世界～人・社会システムの構

造が組み変わるリビングラボの実践知～：木村篤信*（単）：日本デザイン学会誌特集号「環

世界のまんなかでデザインする」,Vol.32-1,2025. 

・社会課題解決に向けたリビングラボの効果と課題：木村 篤信*, 赤坂 文弥（共）：サービ



 

ソロジー：Vol.5, No.3, pp.4–11, 2018. 

・リビングラボと社会課題解決に向けた可能性：木村篤信*（単）：九州経済調査協会機関誌

『九州経済調査月報』 特集号「新しい意味を生み出すリビングラボ」：2024. 

・高齢者を支える技術と社会的課題, 第 5 章 リビングラボの可能性と日本における構造的

課題：木村篤信*（単）：調査資料 2020-6, 国立国会図書館調査及び立法考査局：2021. 
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○

○

○

○

【地方税務行政のＤＸ等】
取
組

分
野

下記の取組分野のうち、該当するものに○を付してください（複数回答可）

1 課税事務の効率化

2 徴収事務の効率化

　　　　　　　　　　　　　　　【地方公共団体のＧＸ関係】

取
組
分
野

下記の取組分野のうち、該当するものに○を付してください（複数回答可）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

屋根置きなど自家消費型の太陽光発電

地域共生・地域裨益型再エネの立地

公共施設など業務ビル等における徹底した省エネと再エネ電気調達と更新や改修時のＺＥＢ化誘導

住宅・建築物の省エネ性能等の向上

ゼロカーボン・ドライブ

資源循環の高度化を通じた循環経済への移行

コンパクト・プラス・ネットワーク等による脱炭素型まちづくり

食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

と畜場事業

自動車運送事業

4

財務書類の整備・早期作成

公会計情報（指標等）を用いた財政分析

【地方公会計の整備・活用関係】

診療報酬の最適化

取
組
分
野

観光施設事業

取
組
分
野 施設の統廃合・共同利用（広域連携含

む）

固定資産台帳の整備・早期更新

病床機能転換及び診療体制の一体的見直し
（公立病院医療提供体制確保支援事業の基礎的
支援）

施設別・事業別等の財務書類の作成・活用

公共施設マネジメントへの活用

その他事業（　　　　　　　　　　）

2

3 経営形態の見直し

車両（船舶）整備の低コスト化

地域医療提供体制の機能分化・連携強化

病院建替の基本構想・建替計画の策定

4

【公共施設等総合管理計画の見直し・実行関係】

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

8

1

1 運転手・技術職員の確保対策

2 運転手の労務管理

4 経費削減等の病院経営の効率化

医師等の確保・働き方改革

各
事
業
分
野

システム導入・更新（システム共同利用による広域連
携含む）

2

1 施設建設コスト（老朽化対策含む）の効率化

7 病院建設費のコスト削減

1

3

軌道事業 14

199

事
業
共
通

7 第三セクター等の経営健全化

13 維持管理コストの効率化

事業廃止、民営化・民間譲渡

PPP/PFI、包括的民間委託、指定管理者制度

8

10

1

5

公立病院経営強化プランの改定・経営強
化の取組

6 上下水道の広域化

取
組
分
野

下記の取組分野のうち、該当するものに○を付してください（複数回答可）

経営診断・コスト分析

中長期的な維持管理・更新等の経費の見込み等の推計

公共施設等に係る方針の策定・取組（更新・長寿命化、統合・廃止等）の支援

全庁的な体制の構築やPDCAサイクルの確立（数値目標の設定を含む）

総合管理計画の予算編成等への活用

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2

3

4

5

1

1

2

3

6

2

軌道事業・自動車運送事業・鉄道事業・船舶事業

5

6

2 原材料調達の低コスト化

アセットマネジメント

5

14 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地方公営企業法の適用

5

7 電気事業

病院事業

第三セクター等20下水道事業

4 11

介護サービス事業

17

対
象
事
業

下記の取組分野のうち、該当するものに○を付してください（複数回答可）

港湾整備事業

3 工業用水道事業 13

施設の統合・廃止

4

地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業

アドバイザー取組分野　一覧

【公営企業関係】

3 GＸの取組

1 水道事業 11 船舶事業

16 宅地造成事業

市場事業

2 簡易水道事業

10

8 ガス事業

6

18

駐車場整備事業

12

木村篤信

下記のうち、助言可能な事業に○を付してください（複数回答可）

鉄道事業

15

【地方公共団体のＤＸ関係】

2 ＤＸの取組 9 料金改定

下記の取組分野のうち、該当するものに○を付してください（複数回答可）

1

取
組
分
野

技術職員の確保対策

12

水道事業・工業用水道事業

1

システム導入・更新（システム共同利用によ
る広域連携含む）

3

経営戦略の策定・改定

病院事業

下記の取組分野のうち、該当するものに○を付してください（複数回答可）

水道料金関係（滞納整理等）

電気事業・ガス事業 下水道事業

2

5

6

7

9

11

DXの機運醸成

情報システムの標準化・共通化

データ利活用・ＥＢＰＭ

ＢＰＲ・業務改革

自治体職員のデジタル人材への育成

セキュリティ対策

その他（　リビングラボ、Well-being指標（地域幸福度指標）　　　　　　　　）

行政手続のオンライン化

マイナンバーカードの利活用の推進

4

3

外部デジタル人材の確保8

10 消防防災ＤＸ

【地方公共団体間の広域連携】
取
組
分
野

下記の取組分野のうち、該当するものに○を付してください（複数回答可）

1 公共施設の集約化等

2 専門人材の確保

3 事務の共同実施


